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大極初段（２０挙動）
用意

　結び立で礼してから、左右の拳を握りながら左足から先に、次に右足を開き八字立となり、両拳を

大腿前におろす（両拳甲前向）

１．左前屈立／左側面左下段払　　　　
①右足踵軸で、左足を左回りに刷り出しながら、左拳を右肩前上から、右拳は左腰前から同時に
動かして左拳を左膝上拳一握り半の位置に（甲上向）、右拳を前腕で脇腹をするようにして外転
しつつ右腰に引き（甲下向）左前屈立、左側面左下段払い。
（参考）右拳を左腰前に強く出すことにより一旦腰を正面に素早く左転させ、右拳を強く腰横に引くことにより素早く腰を右転し半身になる。腰を正面から半身に瞬時に素早い切り替えしを行なう感覚を身につけること。

　　　　　　　　　左拳は体の左方への回転により相対的に自然に右肩前上にもってくる。（体の回転と同
時に力で拳を右肩にもってくると、体の左回転と逆回転になりスピードが遅くなる）
　　　　　（空手道教範）我が脇腹を攻撃する相手の手又は足を防ぐ心持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　２．右前屈立／右中段順突（追突）　
　①左足踵軸で腰を押し出し回転しながら推進して、右足を摺り出すと同時に左拳を左腰へ、右拳を中段へ。

（参考）右足は床を推して反動をつけないこと。左足の大腿部の筋肉で右足を引き付け一気に
前屈立の位置へ。左足は右足が着地すると同時に左足踵中心で指先を左転する。指先を開いてから右足を移動させないこと。左足は踵を浮かさないこと

　　　　　　　　　左拳は下段の位置からそのまま腰位置に運ぶ。
　　　　　（空手道教範）受けは１挙動から左手で相手を掴んで引寄せながら、右拳で胸部を突く
　　　　
３．右前屈立／右下段払　　　
①左足を軸として、左膝を屈し腰を水平に左足の上に移しつつ右回りに、後方へ右足を移しながら右拳は左肩前上から、左拳は右腰前から、同時に動かして、右拳を右膝上拳一握り半の位置に、左拳を左腰に引き右前屈立、右下段払い。
　（参考）左足踵軸上へ腰を素早く引き付け、体重移動する。左拳を右腰前に強く直線的に出し、腰を一旦正面に回転させてから腰を切り半身になる。右足の移動、上体の回転は直線的に行うこと。腰の切り方の要領は第１挙動と同じ。
　　（空手道教範）１挙動と同様脇腹への攻撃を防ぐ心持　
４．左前屈立／左中段順突（追突）
　　　①右足踵軸で腰を押し出し回転しながら推進して、左足を摺り出すと同時に右拳を右腰へ、左拳

を中段へ。　　　　　　　　

　　　②その他は第2挙動へ準じる

　
　

５．左前屈立／左下段払　
　　　①右足踵を軸として、左方正面へ左回りに左足を移しながら左拳は右肩前上から、右拳は左腰前
から同時に動かして左前屈立、左下段払。

　　　　（参考）左足を脱力し、体の倒れる勢いを利用し右足踵中心で素早く左足の移動を行う。左肘
位置そのまま。体の移動により相対位置変化で左拳が右肩前上になる。体の回転と同
時に自ら左拳を右肩にもってくると、体の左回転と逆回転になりスピードが遅くなる。
　　（空手道教範）前方より来る敵の攻撃を受けたる心持

６．右前屈立／右中段順突（追突）

①左足踵軸で腰を押し出し回転しながら推進して、右足を摺り出すと同時に左拳を左腰へ、右拳

を中段へ。

②その他は第2挙動に準じる
７．左前屈立／左中段順突（追突）
①右足踵軸で腰を押し出し回転しながら推進して、左足を摺り出すと同時に右拳を右腰へ、左拳

を中段へ。
８．右前屈立／右中段順突（追突）（気合）
①左足踵軸で腰を押し出し回転しながら推進して、右足を摺り出すと同時に左拳を左腰へ、右拳

を中段へ。

②６～８挙動は強・弱・強、７～８挙動は速く
　　　　　（空手道教範）同じ型が三回連続するときは、多少力の強弱と変化がなければならぬ。即ち両
端は強く、真ん中は弱くする心持。

　　　　　
９．左前屈立／左下段払
　　　①右足踵を軸として、右方側面へ左回りに、左足を移しながら左拳は右肩前上から、右拳は左腰
前から同時に動かして左前屈立、左下段払。

（参考）左足を脱力し、体の回転する勢いを利用し右足踵中心で素早く左足の移動を行う。左
　　　　拳は体の移動と共に、相対位置変化で左拳が右肩前上に上げる。体の回転と同時に自
　　　　ら左拳を右肩にもってくると、体の左回転と逆回転になりスピードが遅くなる。

　　②動き始めから着地迄、素早く一挙に行い、左足踵位置は、右足踵位置と腰巾が取れる位置に
着地すること。　　　　　
　　　　　（空手道教範）脇腹への攻撃を防ぎたる心持、意味は１～２挙動に準じて解釈（空手道教範）

１０．右前屈立／右中段順突（追突）
　　　　①左足踵軸で腰を押し出し回転しながら推進して、右足を摺り出すと同時に左拳を左腰へ、右拳

を中段へ。
１１．右前屈立／右下段払
①左足踵軸として、左膝を屈したまま、腰を水平に左足の上に移しつつ右回りに、後方へ右足を移しながら右拳は左肩前上から、左拳は右腰前から、同時に動かして、右拳を右膝上券一握り半の位置に、左拳を左腰に引き右前屈立、右下段払い。

１２．左前屈立／左中段順突（追突）
　　　①右足踵軸で腰を押し出し回転しながら推進して、左足を摺り出すと同時に右拳を右腰へ、左拳

を中段へ。
１３．左前屈立／左下段払
　　　①右足踵を軸として、左方裏正面へ左回りで左足を移しながら左拳は右肩前上から、右拳は左腰
前から同時に動かして左前屈立、左下段払。

１４．右前屈立／右中段順突（追突）
①左足踵軸で腰を押し出し回転しながら推進して、右足を摺り出すと同時に左拳を左腰へ、右拳

を中段へ。
１５．左前屈立／左中段順突（追突）
①右足踵軸で腰を押し出し回転しながら推進して、左足を摺り出すと同時に右拳を右腰へ、左拳

を中段へ。
１６．右前屈立／右中段順突（追突）（気合）
　①1４～16挙動は強・弱・強、1５～1６挙動は速く。心持ち足の前後は広く。
１７．左前屈立／左下段払い
①右足踵軸として、右膝は屈したまま、腰を水平に右足の上に移しつつ左回りに、右方側面へ、左足を移しながら左拳は右肩前上から、右拳は左腰前から同時に動かして、左拳を左膝上拳一握り半の位置に、左前屈立、左下段払。

左足踵位置は、右足踵位置と腰巾が取れる位置に着地すること。

　　　　　動き始めから着地迄、素早く一挙に行う。

②（空手道教範）脇腹への攻撃を防ぎたる心持、意味は１～２挙動に準じて解釈（空手道教範）

１８．右前屈立／右中段順突（追突）
　①左足踵軸で腰を押し出し回転しながら推進して、右足を摺り出すと同時に左拳を左腰へ、右拳

を中段へ。
　　　　②その他は第2挙動に準じる

１９．右前屈立／右下段払
　　　　①左足を軸として、左膝を屈し腰を水平に左足の上に移しつつ右回りに、後方へ右足を移しなが

ら右拳は左肩前上から、左拳は右腰前から、同時に動かして、右拳を右膝上拳一握り半の位置

に、左拳を左腰に引き右前屈立、右下段払い。
　　　　②その他は第３挙動に準じる

２０．左前屈立／左中段順突（追突）
　　　①右足踵軸で腰を押し出し回転しながら推進して、左足を摺り出すと同時に右拳を右腰へ、左拳

を中段へ。　　　　　　　　

　　　②その他は第４挙動へ準じる
直れ　
　右足の位置はそのまま、左右の拳を握り締め用意の姿勢に戻る。左足から先に次に右足を閉じ結び立
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